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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・5/10（木）　14：00より看護学生2名が見学予定。

・今週中に能力開発カードを、上野ＳＧＭへ提出する事。
＜疾患別診療計画立案＞

松倉　健一　様（43）　男性　昭和44年3月6日生まれ　主病名：統合失調症　合併症：なし
入院歴
①平成5年10月～平成6年2月　八戸赤十字病院

②平成13年3月～平成13年6月　八戸赤十字病院

③平成21年11月～平成22年5月　八戸赤十字病院

治療歴

デイケア通所、青山荘入所

症状
幻聴・妄想・無為・自閉
利用目的
1 生活管理能力の向上

2 対人交流技能の向上

目標
長期：病状安定を目指し、青山荘を退所したら自宅に戻る。

中期：①病識を理解しながら環境の変化に適応し、適切な意思表示を行う。

　　　②健康維持・向上

　　　③清潔保持

短期：①病状悪化に繋がらないように不安や困った事などがある際には遠慮せず自己表現をし対処法について共に検討する。

　　　②体重減少に向け運動プログラムに参加したり、ウォーキングを行う。

　　　③週３回の定期的な入浴行う。

実施計画
1 不安や困った事など無いと自ら話される事はないがが、話しかけるとお小遣いの話やダイエットの減量の成果等を発言をされる。病状悪化に繋がらない様にするために今後も遠慮せず自己表現をし、対処法について共に検討していく。

②　体重減少に向け運動プログラムに参加したり、ウォーキングを行っているが動きが小さいため効果は期待出来ない。今後も声がけ中心に促がして行く。

③　今後も週３回の定期的な入浴行うための声がけをする。

現在の状況
· 怠薬し再発を繰り返す経緯がある。現在は服薬自己管理中であるが、服薬したつもりでも服薬し忘れている事がある。

· 本人は将来的に自宅へ帰る事を希望。遠方に住んでいる姉は、本人に対し精神的負担を感じており、受け入れには消極的。別の姉は毎月面会に来ており、協力的。

· 本人としては家族関係良好と捉えている。青山荘で料理を練習し、正月やゴールデンウィークに帰宅した際、料理をしてきたとの事。

· 青山荘にて、金銭自己管理を実施中。

· 不潔傾向で介入が必要。週3回入浴を行うが、洗体が不十分で湿疹が出る事見られる。

· 間食にて体重増加傾向にある。（以前70㎏代→現在69.9㎏）ダイエットを意識し運動へ参加している。

· 自ら発言する事は少ないが、問い掛けに対し小さな声で発言できている。

· 新しい環境への適応に時間を要する傾向にあるが、最近は自らプログラム道具を準備する等、自主的な行動が見られるようになってきている。

検討結果

・病識の有無について確認していく。

・洗体の仕方を確認していく。

・運動目的について、①体力向上②体重減少のどちらに焦点を当てるのかを検討していく。

＜疾患別診療計画立案＞

菅原　信正　様（39）男性　昭和47年9月10日生まれ　主病名：アルコール依存症　合併症：なし

入院歴
①平成21年10月～平成22年1月　青南病院

治療歴

デイケア通所、ＡＡ参加、抗酒剤服用

症状
些細な事に対し被害的となり、イライラ感やストレスを感じやすく、衝動的に過剰飲酒や自傷行為へといたる危険性がある。

利用目的
1 断酒生活の継続（ストレス対処能力の向上）

2 身体機能の維持・向上

3 対人交流技能の向上

4 作業遂行能力の向上

目標
長期：断酒を継続し就労を目指す。

中期：①断酒を継続した生活が出来る。

　　　②対人交流技能の向上。

短期：①飲酒に代わるストレス対処法を身につける。

　　　②トラブルなく対人交流を図る。

実施計画
1 イライラ感・不安感などある際には、自身が話しやすい相手へ相談してみるよう促し、ストレスの原因把握と対処法を共に検討する。（青明舎の利用も検討していく）飲酒以外の方法で対処できた際は評価し伝える。

②　対人交流で気がかりな事がある際には、自身が話しやすい相手へ相談してみるよう促し、対処法を共に検討する。トラブルなく交流を持てた際は評価し伝える。

③　就労への考えを確認する。

現在の状況
· 周囲からの言動にイライラ感や不満を感じる事が多い。

· 話しやすいスタッフへ気になっている事を話す事で対処し、飲酒や自傷行為をせずに過ごす事が出来ている。
· 自らハローワークへ通い、好みの仕事がないか情報収集活動を行っている。
· うみねこ幸房の見学を希望しているが、賃金が希望にそっていない事について気がかりな様子。
検討結果

・就労希望の理由について確認していく。

・飲酒に至る要因（傾向）と対処法について、自身がどのように捉えているのか確認する。

・飲酒回避の為の対処方法の種類を拡大する。

＜利用者様情報＞

· 宮　陽子　様～昨日、兄様から自宅の状態を見てきたと報告の電話を受けている。本人は内服は行

なっていると話しているが、自宅のゴミを確認すると空の薬包はなかったとの事。

いつもであれば、飲み終わった薬包を確認する事は出来ていると話されている。

通所利用や訪問看護の利用については、「整形に行っているから使えない。」と話

しており、整形での治療時間は1時間程との事。時間調整をする事で、通所や訪

問看護の利用も可能である事をお兄様から説明されると、興奮口調で話し始めて

おり手を付けられなかったとの事。お兄様としては、怠薬も予想される為、注射

剤の使用や採血による血中濃度の確認を行なって欲しいとの希望聞かれている。

・板橋　利美様～昨日の午後、椅子に座っている際眩暈がし、座っていられないと訴えあり。血圧104/70mmHg　脈拍92回/分　体温34.8℃　発汗多量に見られており、静養室にて休まれている。最近疲労感が取れず、夜間の睡眠も取れていないと報告されている。

· 稲垣　ふき様～血圧高値で経過。表情冴えないが不調の訴えや居眠りなく、各プログラムへ参加さ

れている。食事も昼食・夕食共に全量摂取されている。　

・大久保康弘様～本日より、昼食後薬のセルマニルをリスペリドンへ変更とし、朝食後薬と一緒

に服用する事になったと報告される。夜間は22：00～3：00まで入眠し、5：00

～7：00まで再入眠を行い、熟睡感はあると話される。日中の眠気はないが幻

聴がまだあるとの事。他者の言動に対し助言するなど干渉する事が多い。
